
令和元年６月吉日 

第 18 回 八千代吸入療法研究会 開催のお知らせ 
 

謹啓 初夏の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、この研究会は八千代市内で吸入治療を受けられている患者さんに吸入指導を行な

う際、どこの医療機関でも同じ手技指導が行えることを目的に、八千代市内で活躍され

ている薬剤師及び看護師の方をメインに吸入指導の標準化に取り組んできております。 
おかげさまを持ちまして、八千代市薬剤師会をはじめ、市内医療機関に勤務される呼吸
器内科医師、小児科医師、看護師その他多数の先生方のご賛同を頂き、会を重ねて参り
ました。 
この度第１８回目となる研究会を下記の通り企画いたしました。 
恒例ですが、会場には各製薬企業の吸入薬（デバイス）とその関連資材の展示コーナー
も設置致します。講演の前後の時間にご覧頂けると幸いです。 
各医療機関の医師、薬剤師、看護師並びに医療に従事される皆様方の参加をお待ち申し上
げます。 

謹白 
 

記 

日時  令和元年 7 月 12 日(金)  午後 6：15 開場 7 時 15 分より 

場所  東京女子医科大学八千代医療センター 外来棟４Ｆ大会議室 

会費  500 円 （学生は無料） 

各メーカーの練習用吸入デバイスと情報資材の展示コーナーがあります。 

午後７時～7時 15 分 

製品説明 Meiji Seika ファルマ株式会社 

午後 7時 15 分～７時 45分 

一般講演  

① 「吸入指導依頼箋の活用」 

クオール薬局勝田台店 薬局長    西垣 貴司 先生 

②「吸入指導で気がついたこと」  

オオトモ薬局 八千代台店 管理薬剤師 大友 健雄 先生 

午後 7時 45 分～8時 45 分 
               
特別講演     
 
座長 東京女子医科大学八千代医療センター 呼吸器内科 

                           教授 桂 秀樹 先生 

                                    

演題：「呼吸器疾患患者のセルフマネジメント教育〜最新の動向と ICT導入への取り組み〜」 

 

演者：順天堂大学大学院 医療看護学研究科 研究科長・教授 植木 純 先生   
 

 
 

お車での方は、当センター駐車場をご利用下さい。(無料) 

主 催 

八千代吸入療法研究会 


